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は じめ に
井 泉水 は、小 豆 島 の風 景 を次 の よ うに述 べ る。
春 は殊 に 其遍 路 達 の禮 讃 の声 が 至 る所 に満 ち て ゐ る。 私 は1か ら遍 路 達
の 精 進 に 就 て、 帰 戒 に就 て、 又 お互 に未 知 の彼 等 が、 佛 の 道 の 同 行 と して
信 実 を施 しあふ 事 に就 て色 々 と聞 い た。 空 の光 といひ、 海 の 色 とい ひ、 山
の形 とい ひ、 草 木 の匂 とい ひ、 こ 丶の 自然 が実 に 美 しい もの で あ る上 に、
佛 の 慈 悲、 人 間 の親 愛 が あっ ま り、 花 さ いて ゐ る、 こ 丶の 風俗 をめ づ ら し
く、 尊 い もの と思っ た。(1)
つ ま り、「佛 の慈 悲 、人 間 の親 愛 が あつ ま り、花 さい て い る 、」と、最 高 の評 価 。
宗 教 的 雰 囲 気 も同 様 。
、.卿 古老の一人は・「この島は・カ・つては札所に大抵 庵があり・そこ1こ
庵坊 さんと呼ばれる人がおり、遍路の途中で庵坊になり、2、3日 から1週
間ぐらいで去ってい く人、乞食のような人が住みついた り、当初から庵坊 さ















せきぢょ や しょう じ
法眼蔵(二)』 の 「山水経」188頁 では、「『石女夜生児』は、『石女』の 『生児』
するときを 『夜』 といふ。おほよそ男石女石あり、非男女石あ り。これよく
ふ ふ
天 を補 し、地 を補 す 。天 石 あ り。地 石 あ り。俗 に いふ と こ ろ な りとい へ ど も、
人 の し る と こ ろ まれ な り。」 と述 べ る。
こ こ で、 放 哉 の住 む南 郷庵 を次 に紹介 す る。
東 南 はみ な塞 が っ て居 りま して、 たっ た一 っ、 半 間 四 方 の小 さい 窓 が、
八 畳 の 部屋 に 開 い て居 る の で あ ります 。 此 の 窓 か ら眺 め ます と、 土 地 が だ
ん だ ん低 み に なっ て行 き ま して、 そ の 間 に三 四 の村 の 人 家 が た つ て 居 ます
が 、 大体 に 於 て塩 浜 と、 野 菜 畑 とで あ り ます。 其間 に一 条 の 路 が あi)、 其
逍 を一 丁 ば か け行 くと小 高 い堤 に な り、 そ れ か ら先 きが海 に なっ て 居 るの
で あ4)ま す 。茲 は瀬 戸 内海 で あ り、殊 に ズ ツ と入海 に なっ て居 り ます の で、
海 は 丁度 渠 の 如 く横 さ まに 狭 く見 られ る丈 で あ り ます け れ ども、 私 に は そ
れ で充 分 で あ ります 。 此 の 小 さ い窓 か ら一 日、 海 の 風 が吹 き通 しに 入 っ て
参 り ます。それ 丈 に 冬 は 中々 寒 い とい ふ 事 で あt)ま す。(2)
以上、放哉の 「羅の薐豪」である南郷庵は、今迄の、一燈園、常称院、須
磨寺、小浜の常高寺、京都の龍岸寺等の生活と違って、孤独独生の生活を可
能 とする場所と位置づけられる。「たつた一つ、半間四方の小 さい窓」か ら
放哉に見える風景。いくつかの 「窓か ら見える俳句」を次に紹介する。













我 と して の わ れ は 、 身体 とい う場 所 を基 体 とす る こ と な し に は実 際 にあ りえ
ず 、しか もそ こに成 立 す る身 体 的 実 存 に よ って 、空 間的 場 所 は意 味 づ け られ 、
分 節 化 さ れ る か らで あ る。」(3)と 述 べ 、 意 識 的 自我 は、 身 体 とい う場 所 を基
体 と しな けれ ば 、 空 間 的場 所 は意 味 づ け られず 、 分 節化 され ない とい う。 し
た が っ て 、 我 々 の 身体 は世 界 に 向 か っ て 開か れ て お り、対 象 で あ る外 的 な 空
間 は捉 え 直 され 、 内 面化 さ れ る とい うの で あ る。 つ ま り、 以 上 の 条件 に よっ
て 、風 景 、あ るい は 意 味 ・価 値 づ け られ た 世界 は、言語 と して 文 字化 され る 。
大 正14(1925)年9月18日 星 城 子 宛 の封 書 に書 か れ て い る俳 句 観 を次 に紹
介 す る 。
「足 の う ら洗 へ ば 白 くな る」、 の 句 に っ い て ア ナ タ は … ・ 「貴 方 の単 に し
て 純 な る個 性 は 認 め られ ます が」、 云 々 … ・と云 は れ ま した ネ。 処 が この
足 の 裏 、 の 句 は、 単純 か ら複 雑 に這 入つ て、 ソ レか ら又 単純 に 出 て来 た、
・… 少 しム ヅ カ シ ク申 せ ば ・… 差 別 観 の世 界 か ら無 差 別 観 に 這 入 っ て
、 ソ
コ カ ラ又 差 別 観 に 出 た と云 ふ形 ・… 少 しヤ ヤ コ シイ デ ス ネ、 呵 々。 而 し右
の 意 味 を よ く味 は っ て 見 て 下 さい。 ・… 扨 、 此 句 は、 ・… 吾 々 が 半 生、 身
体 の 中 で一 番酷 使 す る処 は 「足 の 裏」 で あ る、 而 も、 吾 々 は 只、 無 意識 に
酷 使 して 居 る。 … ・然 る に彼 … ・ 「足 の うら」 は、 只 黙 々 と して 吾 々 の酷
使 に 服 従 して 居 る。 誠 に か あ い さ うな彼 で は な いか、 さ う思 っ て静 か に タ
ン念 に 洗 っ て 居 れ ば 白々 と、 白 くなっ て行 く。 「足 の うら」、 は 比 較 的 白 い
処 な の で あ る・… ソ ヲシ テ洗 つ て居 る と 「足 の うら」 が だ ん/＼ 白 くなっ
て淋 しさ うに 「有 り難 う御 座 い ま す」 と自 分の 顔 を見 て 感謝 して居 る気 が
しませ ん か。(以 下 略)(4>
つ ま り、 「単 純 か ら複 雑 に這 入 つ て 、 ソ レか ら又 単 純 出て 来 た 、」 俳 句 が い い
俳 句 だ とい うの で あ る。 つ ま り、 宗 教 的 な悟 りの境 地 を獲 得 して い る の で あ
る。 足 の 裏 とい え ば、 日常 的 に は余 り気 にか け な い、 無 意 識 で酷 使 して い る
箇 所 で あ る 。 人 間 に とっ て重 要 な箇 所 で あ りつ つ も、 気 が付 かず お礼 もい わ
れ ぬ所 で あ る 。 そ こ に意 識 を向 けた の が 「足 の う ら」 の俳 句 で あ る。 この他
に は、 「爪 切 っ た ゆ びが 十 本 あ る」、「一 人 で そ ば刈 つ て しまつ た 」、「とつ ぷ り


















じゅうしん く い し しょしょう いっさい が こんかいさん げ
従 身 ロ 意 之所 生 。 一 切 我 今 皆懺 悔 。
こ の偈 文 は、 『華厳 経』 「普 願 行 願 品 第 四十 」 か らで あ る。 放 哉 は、 過 去
の 人生 を顧 み、 懺 悔 す る。
大 正13(1938)年12月15日 、兵 庫 県 須 磨 寺 か ら佐 藤呉 天子 宛 の手 紙 に も 厂懺
悔 偈 」 が登 場 す る。 そ し て次 の よ う な覚 悟 を披 瀝 す る。抄 録 す る 。
一
、 … ・学校 時 代 ヨ リ、 法 律 ヨ リモ哲 学宗 教 二趣 味 ヲ持 チ、 釈 宗 演 師 存
生 中ハ ヨ ク鎌 倉 円 覚 寺 二行 ツ タモ ノ也 。 「正 直」 ヲ大 切 ナ 道 ト心 得 居 タ ル
凡 俗 也。
一
、 ・… 小 生朝 鮮 二行 ク時、 此 事 業 ニ シ テ成 ラ ズ ン バ 「死 ス カ又 ハ 僧 ト
ナ ル ベ シ」 トア ル 人 二 誓 ピ タ リ。 目下、 僧 同様 ノ生 活 二 入 ル。 何 時 又 死 ス
ヤ モ 知 レズ。 小 生 ハ決 シテ 約 ヲ タガ ヘ ル 人 間 二非 ザ ル也 。 茲 デ如 何 シ テ朝
ヘ ヘ ヘ へ
鮮 デヤ メ タカ ト云 フ疑 問起 ル ガ当 然 也。 小 生 ハ決 シ テ 自 己 弁護 せ ず 。 又 弁
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ
解 ス ル事 ガイ ヤ 也。 小 生 ガ ワル カツ タ事、 事 実 ナ ラ ン。 但 小 生 今 猶 々 、 自
分丈 ケハ 天 地 二 恥 ヂ ヌ ト思 ツテ 居 ル。 要 ス ル ニ此 ノ 「馬鹿 正 直」 ガ祟 リヲ
ナ シ テ、 人 ノ悪 イ 連 中 ガ社 長 ニ イ ロ/＼ 吹 キ 込 ミクル結 果 也。 皆 又、 東 洋
ヘ へ
生 命 ニ オケ ル 時 ト同 ジ。 ツ ク/＼ イヤ ニ ナ ツ タ。 然 シ、 何 シ ロ、 朝 鮮 ヲ永
住 ノ地 トシテ 働 ク考 ナ リシ故 、 無 資 産 ノ小 生、 友 人 等 二 少 々 ノ借 金 ヲ シ テ
オ ツ タ。 之 レヲ返 却 ス ル 道 ナ シ(突 然 ノ辞 職 故)ソ コデ満 州 二行 ツ タ ノ デ
ス。 満 州 デー 働 キ シテ 借 金 ヲ返 サ ネバ 死 ナ レヌ ト考 ヱ、 長春 辺 迄 モ遠 ク画
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ヘ ヘ ヘ へ
策 ヲ シ タ ノ ダガ、 寒 気 ニ ア テ ラ レ、 二 度 左肋 膜 炎 ニ カ ・ル。 満 鉄 病 院 長 ノ
言 二 肺 尖 甚弱 クナ ツ テ居 ル、 三 度 目 ノ肋 膜 ハ 最 モ 危 シ トノ事。 天 ナ ル哉 命
ナ ル 哉。 借 金 ヲ返 ス事 モ 出来 ズ、 事 業 モ 出 来 ヌ。 此 時 、 妻 ト 「死 」 ヲ相 談
致 シ タ。 此 ノ時 ノ 事 ハ今 想 ヒ 出 シ テモ 悲 壮 ノ極 也。 人 間 「正 直 馬鹿 」 二 生
ヘ ヘ ヘ
ル ・勿 レ、 馬鹿 デ モ 不正 直 二生 ル レバ 、 コ ンナ 苦 労 ハ決 シ テ セ ヌ 也。
手紙 の最 後 は次 の よ う な文 言 で 締 め る。
ヘ ヘ ヘ へ
何 レハ、「蝸牛角上ノ争」人間ノスル事ナンテチツボケナモンデスネ。
一生ノ修養、修行 ト思ツテ、此乞食生活ヲヤリマス。「業」ガ尽キタラ 「死
ヌルカ」「安心立命ノ境地」 二到違スルカ。只今ノ処デハ 「孤独閑寂」 二
向ツテ突進シテ居 リマス。(以下略)(6)









当時、西田天香の著書 『懺悔の生活』(春 秋社)が あった。放哉は、前掲




・… 毎日、焼 き米ポリ/＼ の水ガブ/＼ で、それでも夜は、 よく寝ます
よ。ソレデ居て朝から、殆んど一 日中、無言独居てんですから、大抵、 ラ
ヘ ヘ ヘ
サ/＼ す る ワケ な の で す が(特 に 雨 ふ りナ ドハ)処 が 、 ドウ云 ふ もの か、
放 哉 坊 主 、 ソモ/＼ 、 乞食 坊 主 に 出 来上 がっ て居 るの か、 一 向 に なん と も
へ ぬも ヘ へも ヘ ヘ ヘ へ
無 い処 で は無 い、 そ れ が、 一 番、 うれ し くて、 只 、 ダ マ ツテ ー 人 フ ラ/＼
ヘ ヘ へ
して居 ます よ。 よ く/＼ 退屈 に な れ ば枕 を して、 ゴ ロ リ と横 に な ります。




、「般 若 心 経」 と、「観 音 経 」とは、毎 日読 経 します。何 しろ長 い 間、「寺
ヘ ヘ へ
か ら寺 へ」 で あっ たの です か らオ 経 は 大 分 上 手 で す よ。 ソ レに お経 を よん
ヘ へ
で居 る と只、 理 由 な し、 ワ ケ無 しに 「ス ー」 と して よ い 気持 ち に な るの で
ヘ へ
す よ マ ア か う して 居 る間 に は、 これ こそ 「ス ー」 と消 え て行 く様 に死 ん で
しま ふ でせ う、 呵 々。(以下 略)(7)
つ ま り、 放 哉 は 、毎 日の よ うに 「般 若 心 経 」 と 「観 音 経 」 を読 経 して い る の
で あ り、 お 経 を唱 え る と、 身体 的 に 「ス ー」 と してい い 気 持 ち に な る、 とい
う心 に な って い る こ とに注 目すべ きで あ ろ う。 放 哉 は、 仏 教 で い う 「身心 脱
落 」 の境 地 を獲 得 して い る こ とを証 して い る の で あ る。
さ ら に、 大 正14(1939)年12月14日 、 浜 口 弥 十 郎宛 の 封 書 に 、 次 の よ うに
述 べ る。
・… 一体 、 「拈 華 微 笑 」 ト云 フ事 ハ宗 教 ノ悟 りで あっ て、 「拈 華 微 笑」 を
ヘ へ
俳 句 と思 は れ て は 大 変 也、 ソ コニ 「宗教 」 ト 「詩 」 トノ相 違 が ア ラ ウ ト申
スモ ノ、 吾 人 ノ詩 ハ、 ア ク迄 … ・日用 ノ言 葉 二 即 シ、 吾 々 ノ美 しい感 情 二
即 シ、ソ シ テ大 自然 ノ大 慈 悲心 に即 シ タモ ノ デ ナ ケ ラ ネバ ナ ラ ヌ ・…(8)
つ ま り、 厂日用 ノ言 葉 二 即 シ、 吾 々 ノ美 しい 感 情 二即 シ、 ソ シ テ大 自然 ノ大
慈 悲心 に即 シ タモ ノ ナ ケ レバ ナ ラ ナ ラ ヌ … ・」 と、 言 い 切 る放 哉 の 俳 句 に対
す る 自信 は南 郷 庵 の生 活 か ら生 ま れ た もの で あ る こ と を強 調 して 置 く。
次 に放 哉 の俳 句 の宇 宙 の特 色 の一 つ で あ る 「一 人 」 「ひ と り」 「独 り」 を取
り上 げ、 検 討 す る。
「たつ た 一 人 に な りきつ て 夕 空 」、「高 波 打 ちか へ す 砂 浜 に一 人 を投 げ 出す 」、
「一 人 つ め た くい つ まで 藪 蚊 出 る 事 か 」、 「淋 しい そ一 人 五 本 の ゆ び を 開 い て
見 る」、「月 夜 風 あ る一・人 咳 して 」、「咳 を して も一 人」 「墓 地 か ら も ど っ て来 て
も一・人」、 「一 人 で そ ば刈 っ て しまつ た」 等 々 の俳 句 を作 って い る放 哉 で は あ
るが 、仏 教 の経 典 で は次 の よ うに示 さ れ る。
例 え ば、 『無 量 寿 経』 で は、 「独 生 独 死 独 去 独 来 。 当 行 生 趣 苦 楽 之 地 。 身 自
当 之、無 宥 代 者 」(9)「無所 恃 悟 。独 来 独 去 、無 一 髄 者 」(10)の趣 旨 を要 約 す れ ば、
人 問 とい う存 在 は、 一 人 生 ま れ て きて一 人 で死 んで い く存 在 で あ る、 とい う
の で あ り、『法 華 経 』下 巻 に は、「自惟 孤 露 。無 復 恃 怙 。常 懐 悲 感 。心 遂 醒 悟 」(11)
つ ま り、 独 ・孤 が 醒 悟 へ 脈 絡 す る、 との意 で あ る。 した が って 、独 、 孤 、 一・







む 　 　 む ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ くラ 　 む
△ 愈 々 本欄 入 り、 全 く、 此 間 申 した通}丿・… 本 欄 も押 す な/＼ の大 景 気
　 　 　 　 　 　 む 　
で す な、 呵 々。 放 哉 な ん か、 勇敢 に、 張 り出 して も らっ て、 別 席 で … ・静
　 　 くラ
か に コツ/＼ 一 人 で精 進 して み た い と思 ひ ます。 ・… 今 の本 欄 デ モ、 又 習
　 む ヘ ヘ へ 　 　
作 欄 で も・・∵ ソ レ丈 の 内 容 を持 っ て居 な い で、 只 、 マ ケ マ イ、 負 ケ マ イ で
　 　 む む 　 　
汗 水 た ら して ア クセ ク して ゐ る 「句」が あ るの を見 る と、之 ハ 悲惨 で す な。
　 む 　 　 　 む 　 　
自 分 の 内 容 サ へ充 実 して居 れ ば、 ア トは水 の流 る 丶様 な もん で、 自然 と、
楽 に 「句」も生 まれ て 来 る モ ノ と思 ふ の です が、矢 張 り、人格 の修 養 で あ り、
　 くラ 　 　 　 　 　 む 　 　 ヘ ヘ へ
自 己 の 内 容充 実 が根 本 問題 で あ り ます な ・… 放 哉 なん か、 ドン ナ事 で、 ヒ
..
ヨ コ/＼ と、「病」が激 変 して来 て 、スー と死 ん で し まふ か も知 れ ませ ぬ が、
ヘ ヘ ヘ ヘ ヨも ヘ ヘ へ 　 　 　 　 　 　
イ ヤ 寧 ろ、 今 の 内 に死 ぬ の が(ナ ル 可 ク早 ク)放 哉 の(花)デ ア リ、 放 哉
　 　 む ヘ へ 　 む 　
の大 往 生 で は あ る まい か、 と考 へ て居 る の で あ ります 。 … ・マ ア、 死 ぬ迄
ヘ ヘ ヘ へ
只(句 三 味)デ 死 な して も ら ひ た い と思 っ て ゐ ます 。(許 さ る ・ナ ラバ な
ヘ ヘ ヘ ヘ へ
る可く早々、呵々)・ … 「咳」が トマツタラ 「薬」ハ絶対に呑まぬ考デ居






己の内容充実」を俳句 を作 ることにかかわって重視 しているのである。それ
は 厂沈黙の行」 による内的世界 ・宇宙の充実に他ならない。ここで注 目した
いのは、厂マア、死ぬ迄只(句 三昧)デ 死なしてもらひたいと思つてゐます。」
のことばからも分かるように、俳句三昧の生活を決意 していることである。
















人間は、自己がそこから生 じ来たった沈黙の世界 と、自己がそこへ と
入ってゆ くところの他の沈黙の世界 即ち死の世界 との中間に
生きている。人間の言葉もまた、沈黙のこの二つの世界の中間に生きてお
り、そしてこのこっの世界によって支えられる。だから、言葉は二重の反














長尾は矛盾概念である、 とい う。 とりわけことばに即 して述べれば、「こと






て置 く海 も暮れきる」を解読すると、今後行 く場所の 「浄土」の沈黙の世界
と、未生の世界の双方か らの反響が聞こえて くるように捉えることも可能と
なる。海を母親の胎内か ら訣別するイメージと、母なる海に抱かれ浄土に赴
く世界 とが彷彿 と思い浮かぶ。西田幾多郎の述べる 「逆対応」である。
つ まり、 ピカー トの沈黙の世界か ら敷衍すれば、俳句は、凝縮 し、簡潔に
して要を得た言葉に機能に依拠することである。それは 厂切字の 『切る』世
界に連続するのである。要は、はっきり非連続が入れられ、その非連続の切








2.放 哉 の 漂 泊 とそ の 身 体 的 宇 宙
大 岡 信 は、 『折 々 の うた 』 で放 哉 の 「咳 を して も一 人 」 に つ い て 次 の よ う
に述 べ る。
『大 空』(大15)所 収。 放 哉 は種 田 山頭 火 と とも に、 荻 原 井 泉 水 を 先 導
者 とす るロ 語 自 由 俳 句 の 代 表 的 作 者 だ っ た。 二 入 が 世 捨 て 人 だ っ た こ と
と、 伝 統 的 な五 七 五 の俳 句形 式 を離 れ て しま った こ と とは 、 た ぶ ん 密 接 に
結 びつ く事 柄 だ ろ う。 「一 人」 で あ る とき、 句 は定 型 を遵 守 す る必 要 が な
くな るの だ と思 わ れ る。 だ が例 え ば右 の句 が三 ・三 ・三 か ら成 る よ うに、
全 く無形 式 で は な い。 彼 等 の 自 由律 は 「咳 を して も一 人」 の 境 涯 に 耐 え う
る人 の た め の詩 形 だ っ た。(17)
大 岡 の 文 章 で 問題 とな るの は、 「二 人 が 世 捨 て人 だ っ た こ と と、 伝 統 的 な
五 七 五 の俳 句 形 式 を離 れ て しま っ た こ とは、 た ぶ ん 密接 に 結 び つ く事 柄 だ ろ
う。」 と意 味 づ け ・価 値 づ け て い る こ とで あ る。 世 間 とい う枠 組 み か ら離 脱
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す る こ とが 自由律 の俳 句 を作 る の に適 してい る とい う。
五 来 は禅 の放 下 の思 想 を次 の よ うに述 べ る。
遊 行 聖 と して の 一遍 の捨 て聖 主 義 は 空 也 に な らっ た一 面 と ともに 、 禅 の
放 下 の 思 想 が あ る。『一 遍 上 人語 録 』(下)に 、「身心 を放 下 して、 無 我 無 人
の 法 に 帰 しぬ れ ば、 自他 彼 此 の 人 我 な し」 とあ るほ か、 随 所 に 無 相 無 我 の
念 仏 を説 くの はそ の た め で あ ろ う。(18)
つ ま り、 一 遍 は 、 「念 々の 称 名 は 念 仏 が 念 仏 を 申 す な り」 と、 南 無 阿 弥 陀 仏
と我 が 一 つ にな り、西 田 の哲 学 語 彙 で は、 「自他 一如 」、「主 客 一 如 」 の世 界 ・
宇 宙 と重 な るの で あ る 。
福 永 は、老 荘 の 厂道 」 に つ い て次 の よ うに述 べ る。
いのち
老荘の哲学では、 自己の生命の根源にあるもの、人間がそこから生 まれ
てきてやがてまたそこに帰ってい く究極的な真理の世界。それを 「道」 と
呼びます。
老荘の哲学では、人間だけでなく天地 ・大自然の世界 を貫いている真理
のことも 「道」 と呼 び、森羅万象すべてに根源的な真理は宿っているとし
て、それを求めていきます。
さらにまた天地 ・大自然は生命をもった存在と考 えますので、「天の心」





る。『荘子』(大 宗師篇)に ある 「万物ハ造化二始マリ、造化二帰ル」の哲学
か らの影響である。芭蕉は、三十歳代、京都五山で臨済宗の勉強をする。芭
蕉の思想は、禅の遊戯三昧や雲水、乞食行脚、随所に主となる一所不住の宗
教哲学がある。芭蕉の影響 も強 く受けている放哉は、荘子の 「道」(厂造化者」)








が、巳に肌寒い風の今日此頃 となりましては、殆 ど死に絶えたのか、美 し
い其声を聞 く事が出来ません。只々、いっ迄もしんかんとして居る墓原。
これ等無数に立ち並んでいる石塔 も、地の下に死んで居 る人間 と同 じや
うに、みんなが死んで立って居るのであります。地の底も死、地の上も死
・… 私は早 く庵にかへって、私のなっかしい石ツころを早く拾ひあげて見













の沈黙は益 意味の深いものとなつて行 くのであります。」 という前掲のマッ
クス ・ピカートの主張と同様 な沈黙の深 さについて放哉は述べる。




知 り」は、身をもって知るという意味で 〈見知 り〉という言葉であらわした
いと思います。」(22)と述べる。つまり、「見分け」は、身によって世界が分節














される。つ まり、放哉の病気が身体的のみならず、その精神世界 をも冒 して
いる。
市川の言葉 を使えば、「身分け」か ら 「見知 り」への段階を経験すること
にもなる。放哉の俳句に即すれば、「すさまじく蚊がなく夜の痩せたか らだ
が一つ」、「風邪 を引いてお経あげずに居ればしんかん」、「人間並みの風邪の















は、「久 し振 りに海を見てよい気持 になりました。砂浜に腰 を下ろしてヂ ッ









らず とも、少なく共、私が、ソレヲたべて生 きて行 き、又、毎朝夕多 くの雀
がそれをたべて、生 きて、喜んで居 ります。大自然に対する供養ですね。個
人を超越 した大自然が其の儘、互いに合掌 し、助けあって融合 して渾然とし
て、色即是空の境地に這入って行 くではあ りませんか。又理屈にな りました。
理屈は、云わぬ事にしませ う。今、まさ子 さんは何 をして居ます。」(23)と述






はか くのごとし… ・山河を見るは仏性 を見るなり」(24)と述べる。仏は天地
大 自然の姿 として現れる、ということになる。つまり、山河は仏性である。






りであηますが、猶一つ、海に近い処にある空が、 ・… 殊更その朝 とタと
に於いて・… そこに流れているあらゆる雲の形 と色 とを、それは種々様々























そのものである。ここでは 「淋しい」をキーワー ドとして放哉の世界 を解読・




人間は 「淋 しい」存在、 と放哉は認識を深める。
芭蕉 も 『嵯峨 日記』に 「淋 しさ」のよって来ることを次のように述べる。




淋 しさなくばうからましと西上人(西 行法師 筆者注)の よみ侍 るは、
淋 しさをあるじなるべ し。














『大空』(大 一五)所 収。大正一五年四十一歳で死んだ俳人。(中 略)晩















といふ手紙が来て、見 ると・… 病院の部屋の事など、いろ/＼ 書いてある(中
略)今 、無理に此の 『庵』を出よと云ふものアレバ、丁度 よい機会故食を絶っ


























ところで、放哉の 『入庵食記』は、死に行 く自己を克明に記録 したもので
ある。冒頭には、「九月… ・新生活日記 〈旧、七月〉〔大正十四年〕」 と書 く。
十一月
1日(旧 、九月十五 日)・… 満月(雨 ラシ)
(日曜日)今 日ヨリ又、大二独居、瞑想二帰ル可シ病気荒療治ニテ、




































に俳句を作 ることが分明となる。己れの孤独 を紛 らわす為 に俳句に精進す
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る。一日に百句作 る。「鳴呼未生以前ノ放哉 よ1」 と生前の自己に向かって
呼ぶ。1月20日 は放哉の誕生 日。後世、死後の世界 も凝視する。身体的には、
滅び行 く身体 に鞭打ちつつ、死 と格闘しつつ俳句を残す執念に驚嘆。「『咳』
非常二出ル苦シ/＼ 、但 し之で死ネバ大往生也、(百句作ル)・ … 呵々」 と、
放哉は、俳句創作に執心する。
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